
教科目名 電気応用 (Applied Electricity)
学科名・学年 ： 電 気 電 子 工 学 科 5年 （ 教 育 プ ロ グ ラ ム 第 ２ 学 年 ◇ 科 目 ）
単 位 数 な ど ： 選 択 1単 位 （ 前 期 1コ マ ， 学 習 保 証 時 間 22.5時 間 ）
担 当 教 官 ： 後 藤 智 行
授 業の 概要

一般に 電気応 用は自動 制御 ,電動 力応用 ,電気 化学 ,照明 工学等 々と多 くの分 野にま たがっ
て いる . 本 講座で は，そ れら多 くの分 野の内， ２分野 を学ぶ ．その一 つは， 自動制 御の一  
分 野であ るシ－ ケンス制 御工学 を学ぶ ．このシ －ケン ス制御 では，プ ログラ マブル コントロ
－ ラ（Ｐ Ｃ）を 中心に学 び，工 場での ファクト リ－オ －トメ －ション 技術（ ＦＡ化 ）の一翼
を 担って いる技 術概念を 掴むこ とを主 眼とする ．
また もう一 つは， 照明工 学の基 礎につ いて学ぶ ．ここ では照 明工学上 の用語 の理解 と演習問

題 を中心 に行う 予定であ る．
達成目標との評価方法 大分高専目標（B2），JABEE目標(ｇ）
(1)強 電 ,弱電と 問わず， シーケ ンス制 御は企業 に入っ て何ら かの形で 必ず直 面する 技術であ
る ．そこ で，そ の基本的 事項学 び，Ｐ Ｃのある 程度の プログ ラミング が出来 ること を一つの
重 要な目 標とす る．（定 期試験 ）（受 講者数が １０名 以下の 場合には 実験課 題も含 める．）
(2)特 に強電 分野に 進む学 生はに は，パ ワエレク トロニ クスを 含む交流 モータ のシー ケンス制
御 やフィ ードバ ック制御 の理念 を理解 するする ことを ２番目 の目標と する． （ (1)と同 様）
(3) 電気 応用は 様々な分 野にま たがっ ているが ，時間 的な制 約もある ので， 本校座 では，照  
明 工学で ，電気 主任技術 者試験 ３種 ,２種 程度の 受験を 想定し ，将来に 亘って 自学自 習出来る
程 度の基 本的事 項の修得 を目標 とする ．（定期 試験）
回 授 業 項 目 内 容 理解 度の 自己点 検
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2
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6～ 7

１ ．シー ケンス 制御
1.1 シーケ ンス制 御

1.2 電動力 応用と シーケ ンス

1.3 プログ ラマブ ルコン トロー
ラ（Ｐ Ｃ）

ＰＣ（ その 1）基 礎

ＰＣ（ その 2）命 令語

ＰＣ（ その 3）プ ログラ ミング

(1)制 御機器 ,シ ーケンス 制
御 記号 ,制御 器具番 号
(2)電 動力と パワー エレク
ト ロニク ス (3)
Ｐ Ｃと電 動機の 連動運転 に
つ いて (4)シ ス
テ ムの概 要 ,ＰＣ内 部構成 ,
メ モリー マップ
(5)Ｐ Ｃ命令 語とラ ダー図
Ｐ Ｃの操 作方法
(6)Ｐ Ｃプロ グラミ ング演
習 （ラダ ー図に よる（そ  
の 1） （基礎 編））

【理 解の度 合い】  

8 前 期中間 試験 【試 験の点 数】 点
9
10

11

12～
13

14

前 期中間 試験の 解答と解 説
ＰＣ（ その 4）プ ログラ ミング

２． 照明工 学
2.1 照明 の基礎 的事項

2.2 測光 量の計 算

2.3 照明 設計に ついて

(7)Ｐ Ｃプロ グラミ ング演
習 （ラダ ー図に よる（そ  
の 2） （関数 機能編 ））
(1)照 明の基 礎的用 語 ,
電 球 ,放電灯
(2)配 光 ,光度 ,光束 , 照度
の 計算
(3)室 内照明 ,道 路照明設
計 につい て

【理 解の度 合い】  

15 前 期期末 試験 【試 験の点 数】 点
前 期期末 試験の 解答と解 説

履 修 上 の 注 意

シ －ケン ス制御 は ,プログ ラマブ ルコン トロ－ラ （Ｐ
Ｃ ）を中 心に ,その 専用プ ログラ ム（ラ ダ－図） をマ  
ス タ－す る事が 大きな目 標であ る．受 講者数に もよ
るが ， 可能 であれ ば実際 にＰＣ 機器に 触れなが ら授
業 を進め たいと 考えてい る． また ，照明 工学は プリ
ン トを用 いて， 照明工学 用語や それに 関連した 計算
問 題を中 心にし ,電 気主任 技術者 試験（ 電験３ ,２  
種 ）にも 対応で きる内容 を学ぶ ．

教 科 書 （ シーケ ンス工 学）富士 電機（ 株） MICREX-F50 ユ
ザ －ズマ ニュア ル抜粋 その他 プリン ト

参 考 図 書 （ 照明） 深尾 保 他３名 共著 新編 電気工 学講座 21
改 訂電気 応用 (1)コ ロナ社
（ 制御） 奥田 ,高橋 ,宮原 共著 新編 電気工 学講座 28
自 動制御 工学 コ ロナ社

関 連 科 目 電 気回路 Ⅱ ,電気機 器工学 Ⅱ ,制御工 学Ⅰ ,電気計 測

総 合 評 価 達 成目標 (1)～ (3)につい て，２ 回の定 期試験で 評価す
る ．ただ し受講 者数が少 ない（ １０名 以下）場 合は，  
課 題点も 加味す る．
1.受講者 数が多 い場合

総 合評価 1＝ （２回 の定期 試験の 単純平 均）
2.受講者 数が少 ない（１ ０名以 下）の 場合

総 合評価 2＝ （２回 の定期 試験の 単純平 均）×0.8
＋ （実験 課題点 ）×0.2

再 試験は 原則と して実施 しない ．
総 合評価 が６０ 点以上を 合格と する．

【 総合 達成度 】

【 総合 評価験 】 点




